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1.は じめ に

注1)

近年、教育方法の多様化が叫ばれ、 とりわけ企業におけるインター ンシップ や学内ベ ン

チ ャーなど、実体験 を伴 う体験型の教育が注 目されている。学生が在学中に、企業や社会

で 自らが学ぶ専攻や 目指すキャリアに関連 した就業体験 を受けることは、 自身の適性や能

力 を知 る上で有効であ り、就職活動に も役立 てることができる。 また、専 門性 の有無 に関

わらず、社会適応へ の 目覚めにつながるなど、様 々な利益 をもたらす ことか ら、興味や意

欲 を持つ学生 も少 な くない。 まずこれ らの実施 には、第一 に企業や社会の協力が不可欠で

ある。 しか し学生への指導やサポー トは、企業側 の仕事を増やす ことにな り、社会状況の

厳 しい時代 にあっては、本来 の業務以外 の仕事 をこなすだけの余裕 のある企業は希少であ

るといえる。 また、大学側 は、企業 と学生の軸 とな り事前か ら事後 までの綿密なサポー ト

体制を整える必要がある。 このような背景の中で、 インター ンシップを総括 して述べ るこ

とは、独 自性 と多面的な要素 を理解する とともに、実証 を継続す る必要があ ると考え られ

る。 したがって本報告では、可能なことか らスター トし、僅かずつで も継続することで改

善を目指す実施例 を取 り上げるとともに、今後の問題点についても検討 したい。

2.実 体験授業の分類

2-1イ ン ター ンシ ップ型
の

インター ンシップ型 の研 修内容 は、厚生労働省の調査 によると図1の ように 「補助 的

一413一



研究集録 第25号

な業務 の一部 を体験」や 「指導する社員に同席又 は同行」 などが主 となっている。 また、

イ ンターンシップ型は、専門知識の必要性や期間、単位認定の有無や採用へ直結 している
1)

か否か など様 々な形態 で実施 されている。図2の 文部科学省 の調査結果 に よる と、全国

のほぼ半数の大学が単位 として認定 し、1年 間で3万 人超 の学生が参加 している。受け入

れを実施す る事業所 は、届出のあった企業 だけで も全国で約3,000社 と拡大を続けている。

特 に近年、外資系 を中心 に採用 に直結 させ る企業が増加 してお り、単なる職場体験や見学

に止 まらず、優秀な人材の早期確保 に向けての期待が高 まっている。また、学生、企業 と

もに入社後の不適合 を防 ぐ最善の策 と捉 えてお り、これ らの状況 に伴 って研修期間 も長期

化する傾向にある。中には社員同様の仕事 を任 されるなど、学生の意欲 と実績次第で大 き

な成果 を期待で きる場合 も少な くない。その他、技術系や専門学校 な どで も、明確 な専 門

性 を生か したインター ンシップも増加 してお り、特定企業 と協定 を結んで取 り組 む学校 も

増 えている。大学が地域共同で組織す る 「財団法人大学 コンソーシアム京都」の実施する

イ ンターンシッププログラムは、合理的且つ機能的に構築 されたシステムを作 り上げてい

る。 また、短期大学では時期や期間、事前指導に余裕が無 く難 しい面 もあるが、平成15年
　　ヨ　

の 「特色 ある大学教育支援 プログラム」 に採択 された湘北短期大学 は、イ ンター ンシ ッ

プや学 内起業 を定着 させて毎年多数の学生が参加 しているなどの成功例である。

2-2産 学 コラボ レーション実践事例

2-2-1大 学 と企 業 に よ る学内 シ ョ ップ

「実 践 女 子 大 学」 と 「株 式 会 社 ワー ル ド」 に よ る フ ァ ッシ ョ ンコ ン ビニ 「イ ッツデ モ」

が 、平 成14年 に学 内店 舗 と して オー プ ン した 当時、 様 々 な新 聞や雑 誌 等 で取 り上 げ られた。

「イ ッツデモ」 は フ ァ ッシ ョ ン ・ク ロス ・マ ーチ ャ ンダイ ジ ング ・ス トア として、 コス メ、

生活 雑 貨、 アパ レル、 フー ド、雑 貨 な どの カテ ゴ リー を扱 っ てお り、 全 国 に20店 舗 を越 え
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る。実習生 は希望者の中か ら募集人数の数倍 の倍率で就職試験並みに選抜 される。業務は

販売、商品管理か ら在庫管理、店舗運営、デ ィスプ レイだけでな く、学生のアイデアで仕

入れや報告会 を行 うな ど、学生がや りがい を感 じることがで きる内容 になっている。報告

者が平成15年 に現場 を視察 した際 も、学生で賑わ う店内で的確 に働 く研修生の姿が好印象

であった。学校 関係者へ の聞 き取 り調査 によると、 「参加 した学生の就職状況が非常 に良

好であるだけでな く、それ以外の学生に も好影響 を与 えるな ど、学校全体の教育効果を高

めてい る」 な ど高い評価の声が得 られた。 また、企業担 当者へ の聞 き取 りを行 った結果

「メリッ トは社会貢献 とマーケテ ィングリサーチ を兼ねた顧客層の拡大が主 なものであ り、

仮説 と検証、修正の繰 り返 しによって より良いシステムを作 りたい」 とのことで、現在 も

継続 して運営 されている。

4)

2-2-2大 学 と地場産業 による地域お こしの交流型実践教育

地方 自治体や地場産業 と教育機関が協 同で主催す る形式の 「商店街お こし」など、衰退

化 している地域産業の活性化 を目的 としたものが各地で話題になっている。岐阜市立女子

短期大学 と岐阜 ファッシ ョン産業連合会 による、地域 をテーマ とした実践教育は、平成15

年の 「特色あ る大学教育支援 プログラム」 に採択 されている。卒業研究課題や発表会の公

開、ワー クシ ョップの開催、地元アパ レル企業 とのインター ンシップの実施 など複数の要

素 を選択 し、それ らを組み合 わせ ることで、相互の発展 を目指 している。特 に岐阜のファッ

ション産業の空洞化の原因を、企画力やオ リジナ リテ ィーの無 さに言及 し、活性化 には人

材育成が不可欠 との判 断で教育活動に踏み切 っている。 また、学生による駅前問屋 の現状

調査や、地域内の空 き店舗 を使ったシ ョップ企画な ど、実験的ない くつかのプロジェク ト

も行われている。大学が地域へ出て、そこに教育の場や活動を開拓 し交流す ることは、教

育者に とっても大 きな刺激 とな り、結果的に学生の質 を向上 させ るとい う大 きな期待が寄

せ られていることか ら追随す る大学 も少な くない。

5)

2-2-3大 学 と衣料管理士協会の調査交流

衣料管理士協会の調査部会 と衣料管理士養成大学 は、毎年、衣料 の使用実態調査 を協同

で行っている。 この調査 は調査員が衣料管理士課程の学生で、調査対象者 も同課程の在学

生、およびその家族である。衣料 に関 して、専 門知識 を持 った学生が調査す ることは、信

頼性の高い結果が出る ことにな り、多 くの衣料問題の解決に役立 っている。 また、業界側

は自社 で必要 な調査項 目や内容 などを要望することが可能であ り、商品開発や品質改善 に

反映 させ ることは もちろん、将来雇用の可能性がある専門職の人材 育成 にもつながる期待

を持っているようである。
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3.本 学 での取 り組 み事例

大手前短期大学では、現在、キャリアサポー ト室が主催する各都道府県 に置かれた経営

者協会受託 によるインター ンシップ(単 位認定な し)と 、授業の一環 として教員が運営す

る各種の実体験授業(単 位認定あ り)が 実施 されている。本報告では、単位認定制度の有

無に関する相違 を鑑 み、授業の一環 として単位 を認定 して実施 されている各種 の実体験授

業の事例 についてのみ報告 し、考察するものとす る。なお、単位認定 に関 しては研修先か

らの評価表 を基 にして、担 当教員が学 内研修、提 出物、発表などを総合的に評価 した表 を

作成 し、教務委員会 と教授会での承認を受 けて認定 している。(各 評価表 は、添付資料

添 一1と 添 一2を 参照)

3-1企 業内長期研修型(平 成16年 から17年 の2年 間での実施例)

3-1-1実 施要 領

項 目 内 容

目 的
アパ レル企業 内で長期研修 を実施 し、学内では経験 で きない専門技術 を実体

験で学ぶ とともに、就職活動に向けてアピール度 を高め、適職を見極 める。

参加学生 ライフデザイ ン総合学科 の1年 生。実施か ら2年 間で述べ6名

期 間 2月 ～6月 の約4ヶ 月

時 期 2月 中旬か ら開始

研修先 株式会社 イケガ ミお よび株式会社 ケー ロス

職 種 フ ァツシ ョンア ドバ イザー

認定単位 実労5日 間で1単 位。全 日程終了で最高7単 位が認定可能 となる

参加条件

意欲 と責任感 を持 って参加すること

保護者署名捺印の上、保護者及 び本人が研修内容や条件 を了解 していること

担任教員の推薦があるこ と

イ ンター ンシップ保険に加入 していること

3-1-2

7月 初 旬

7月 末

10月 中頃

ll月 末

12月 中頃

12月20日

事前準備

研修企業への依頼

研修先企業から受け入れ受諾連絡 と内容確認

掲示告知後説明会を実施する

申し込み締め切 り

希望者との面談後、履歴書を作成する

協定書を作成後、履歴書とともに企業に持参する
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2月 中頃 学内で事前研修会 を実施 し、マナーや言葉遣いな ど学生 として身につ

けてお くべ き素養について ト1/一ニ ングを行 うとともに、定期連絡や

問題発生時の対処について指導 した

3-1-3実 施内容

入店前研修の5日 間で、会社概要 とファッションア ドバ イザーの業務内容の説明 を受け、

商品の扱い方や接客 ロールプレイング、グループデ ィスカ ッションと課題作成な どを実践

す る。店舗研修初期の10日 間は、店内における業務 の流 れを把握 し、お客様 ・商品 ・店

舗 ・スタッフに実際 に触れ るなど、仕事 に慣 れることを目的 としている。次いで、中期の

10日 間では、 よ り高度な接客 と業務内容 を経験 し、接客後の検証 を含めた 自己改善 を目指

す ことを目的 とした。そ して後半の2ヶ 月余 りは、ファッシ ョンア ドバイザー個人 として、

店舗全体の業務を体験 し、社員同様の仕事 を任 されるなど、 よ り進んだ業務 を経験 し、最

終的には店舗戦略への参加が認め られる。

3-1-4成 果発表会 とレポー ト提出

研修 内容が1段 階終了す ることに、 レポー ト作成 と企業内での ミーティングや、集業研

修 に参加 して発表を行 う。 また、次の段階 に向けた 目標設定 と計画 レポー トを作成 し、店

舗戦略のプ レゼ ンテーシ ョンに参加する。最終段 階修了者 は、企業内での修了報告 と修了

式 を経て、学内報告会で発表する。 また、後輩 に向けた次期開催説明会や関連授業におけ

るu演 などで活発 に活動す る。

3-1-5考 察

延べ4ヶ 月 という長期間の研修 であるため、参加 した6名 中、最終研修 を修 了 したのは

2名 のみである。途中で中断 した4名 の学生の内、1名 は入店前研修の5日 間で、残 りの

3名 はいずれ も1ヶ 月半の研修 を終了 したものの、前期授業開始 と同時に中断 している。

最終研修修了者の2名 は、 この間授業 と研修だけでな く就職活動 も活発に行 ってお り、大

変 な労力 を要 したが、多 くの成果を上げている。 まず、就職活動の際は、 どの企業か らも

この研修 について興味を持たれ、 自己アピールで きたことを挙 げている。その他 にも、研

修 中に身につ けた社会経験 は学生本人の 自信にもつなが り、面接の際は緊張せず に振舞 え

たことや、業界の専門知識 に関する質問にも応 じる ことがで きたなどの感想 を述べている。

この学生 については、研修先企業か ら求人のアプローチ も有ったが、学生 の希望 により、

早期に他社への就職が内定する結果 となった。研修終了後 も、い くつかの授業に招へ い し、

経験談 などを後輩に発表 させ る機会 を与 えた結果、聴衆側 にも刺激を与えることがで きた。

また、研 修 を中断 した学生 も、研修前に比べて行動パ ター ンが向上 し、社会人 らしい所作
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や言葉遣いがで きるようになるなど、授業 の受講態度 にも反映 されている。担当教員は学

生や企業 との密な連絡や、諸々の実務作業、不測の事態発生時の対処への備 えに加 えて、

学生の精神的サポー トな どで必要以上 に神経 を使 うことが多かった。なお、現在では企業

と検証 した結果、学生の負担 を減 らせ るように研修期 間を2ヶ 月半 に短縮 している。

3-2近 隣 ショッピングモールにおける地域交流A型

3-2-1実 施要領

(平成16年 実施例)

項 目 内 容

目 的
在学生が大学 に隣接す るショッピングモールの店舗 で就労体験 をすることに

よ り、学生 の意識向上 だけでな く、地域 と大学の交流の一角 を目指す。

参加学生 ライフデザイン総合学科1年 生6名

期 間 2週 間

時 期 平 成16年9月1日 ～9月15日

研修先 大学に隣接す るシ ョッピングモール 「つか しん」内にある3店 舗

職 種
株式会社 リブロ 書a販 売及び書籍整理

株式会社パ シフィックツアーシステムズ 旅行販売窓口補助

生活協同組合 コープこうベ バ ックヤー ド及びデ ィスプ レイ

認定単位 実質10日 間(一 日8時 間)で2単 位

参加条件

意欲 と責任感 を持 って参加す ること

保護者署名捺印の上、保護者及び本人が研修 内容や条件 を了解 していること

担任教員の推薦

インター シップ保険に加入 していること

3-2-2事 前準備

平成16年6月 初旬

平成16年6月 末

平成16年7月 初旬

平成16年7月 中頃

平成16年9月1日

「つかしん」管理会社 「つか しんタウンクリエイト」への提案

と依頼

研修先企業から受け入れ受諾連絡 と内容確認

学生への説明会を実施

参加者を決定し依頼状を企業に持参

学内において事前学習会を実施

3-2-3実 施 内容

各々の店舗及び職種 は上記の通 り、店長以下の指導 に従 う。

3-2-4成 果発表会 とレポー ト提出

平成16年9月25日 、学内 において、参加者が各 々作成 した レポー トにもとついて成果発
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表や意見交換 を行い、 レポー トを提 出させる。

3--2-5考 察

期 間がイ ンターンシ ップに適 した2週 間であったことや、場所が大学 に隣接 しているな

ど、比較 的実施 しやすい研修であった。担当教員が研修初 日に学生 を各店舗へ引率 した際

には、言葉遣いや挨拶 など少々不安な面 もあったが、研修先 を見廻 った際 には生 き生 きと

した仕事振 りに安心感 を持つ ことがで きた。終了後の学生の感想 も良好 であ り、態度や就

職状況に も反映されている。 また、心配 していた研修先か らの評価 も、学生の努力や日々

成長する姿 を十分評価 して下 さり予想以上に良好 な結果が得 られた。ただ、受 け入れを承

諾 して下さったにもかかわ らず、学生の希望が無か った店舗が多 くあったことで管理会社

に迷惑 をかけたことや、反面、学生が希望す る店舗では受け入れ承諾が得 られなかったな

どの不適合の問題は今後の検討課題 となる。予想外の出来事 として、研修中、台風が上陸

したことへの突発的な対応 について、学生や店舗 に事前 に通達 していなか ったため、保護

者か らの問合せがあったが、幸 いに担 当教員が店舗 に出向いて勤務 を中断 し帰宅 させ るこ

とがで きた。

3-3近 隣ショッピングモールにおける地域交流B型(平 成16年 実施例)

3-3-1実 施要領

項 目 内 容

目 的
学 生主 導 の 「シ ョップ運 営」 をゼ ミナ,_ル テ ーマ と して実 施 す る こ とに よ り、

学 生 のベ ンチ ャーニ ー ズ に応 え る。

参加学生 生活文化学科2年 生 島崎ゼ ミ内の4名(製 作のみの学生2名 を含 めず)

期 間 準備期 問を含めて約4ヶ 月。 ただ しシ ョップオープ ン期間は6日 間

時 期 シ ョップ実施 は冬休み期間12月22日 ～29日

研修先 大学 に隣接するショッピングモール「つか しん」施設内30平 方mの 店舗スペース

職 種 商品企画お よび製作か らシ ョップ営業全般

商 品 学生の製作 した帽子やアクセサ リー、 カー ドなど合計約100点

参加条件 意欲を持って店舗運営 の責任 を果たせるこ と

3-3-2事 前準備

平成16年6月 初旬

平成16年6月

平成16年6月

平成16年6月

平成16年7月

「つか しん」 に店舗無料貸与の依頼

「つか しん」 か らの受け入れ承諾連絡後、内容の打ち合わせ 開始

学生 による企画 開始

商品企画のためのア ンケー ト開始

ア ンケー ト集計結果の検討 と商品の絞込み
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平成16年7月

平成16年10月

平成16年12月

サキ　　

資金繰 り 及び材料購入

商品の製作開始

管理事務所での説明会に出席 し、接客マナーの研修を受ける

3-3-3実 施 内容

平成16年12月22日

平成16年12月23日

平成16年12月29日

平成17年1月30日

「つか しん」 閉店後か ら商品搬入 などの開店準備 を行 う

ショップの営業開始

ショップの営業終了後、片付 け と会計計算 を行 う

事後報告会

3-3-4成 果および発表会

約1週 間の店舗営業 は無事終了 した。営業期間中の トラブルはほ とん ど無 く、来店客の

反応 は好評で、中には何度 も来店 してその都度購入 して下 さるケース もあった。 また、商

品のサ イズ変更希望に対 しては、接客 した学生が休憩時間に縫い直す など、 リアルタイム

で応 じるきめ細かい接客態 度 も見 られた。金銭的には損益計算の結果、要 した経費 を出資

者に全額返金 した後、若干の利益 を出す ことがで きた。事後報告会は、学 内において、参

加者が各々作成 した レポー トにもとついて成果発表や意見交換 を行 い、 レポー トを提 出さ

せた。 シ ョップ営業時の様子 を写真1で 示す。

3-3-5考 察

昨今の若者意識 と同様 に本学の学生においても、将来 自分の店 を持つ ことを目標に して

い る学生が多い ように感 じられ る。現在、 ライフデザ イン総合学科 のカリキュラム には、

それ らに対応する科 目がい くつか設置 されているが、現状では学内での授業形態 にも限界

があるように思われる。学生が学外で ショップを実施す るには、何があっても最後 までや
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り遂げる責任感の強さとチームワークが不可欠であるなどの負担 も大 きいが、や り遂げた

後の成果 と満足感はそれに も増 して大 きい。実際 に今 回参加 した学生か らは、社会の厳 し

さや実務 の負担 などの苦労話 より、感動の声が より強 く感 じられた。学生が机 上で学んだ

ことを、 どの程度 自主的に実践で生かす ことがで きるかを、暖か く、 また、厳 しく見守 り

なが ら指導することが重要 な点であろう。検証すべ き問題や具体 的対策 としては下記の事

項が挙げ られる。

① 商品や什器、その他デ ィスプ レイに使用す る物 品一式の搬入 を手動で行 うことは、予想

以上に体力がかかるので、そのための準備 を整 えてお く

②材料購入 をは じめ、店舗運営に必要 な費用の捻 出をどうするか

③短大の2年 間では、準備 に要す る十分 な時間が少 ないので授業問の協力体制 をとる

④ ショッピングモール側 との対応、特 に隣接する店舗 で働 く方々の理解 を得て、上手 くコ

ミュニケー ションをとる必要がある

⑤学生が授業の一環 として営業す る以上、何か問題が発生 した時は担当教員や大学の適切

な対応が必要である

⑥授業期 間中は他の授業へ の出席の必要があ り、営業時期 を自由に設定できない

⑦保護者に も帰宅時間遅延 の可能性や、実施の趣 旨などについて十分理解 と協力 を得 る

⑧学生の安全 を第一優先 とす る

⑨一般店舗 と同様の対応 ができるように学生意識の甘えを持 たないように意識づける

3-4授 業科 目方式 「企業実習」における事例(平 成17年 度アパ レル系実施例)

3-4-1実 施 要領

項 目 内 容

目 的 就職活動 に先立 ち、短期 間で様 々な企業についての理解 を深める

参加学生 ライフデザ イン総合学科1年 生9名

期 間 学内研修2日 間、企業内研修2日 間

時 期 2月 中旬

研修先 株式会社 シテ ィー ヒル

職 種 販売職及び事務職

認定単位 認定条件を満たせば1単 位を共通科目として認定する

参加条件 学生が参加費を支払うこと
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3-4-2事 前準 備

平 成16年10月 初旬

平成16年10月26日

平成16年11月18日

平 成16年12月15日

平成16年12月16日

平成16年12月20日

研修企業への依頼

研修先企業から受け入れ受諾連絡 と内容確認

説明会実施

履修登録締め切 りと参加費納入

稟議書作成

学長名の依頼状を企業に持参

3-4-3実 施 内容

平成17年2月14日 、学 内において事前学習会を実施 し、実習先企業の詳細 について学習

す るとともに、研修 中のマナーや言葉遣いなどの トレーニ ングを行 った。

平成17年2月16日 ～17日 は企業内での研修が行われた。 まず1日 目は人事担当者か らオ

リエ ンテー ションがあ り、その後社長か ら 「ファッション業界の動向」 についての講義 を

受 けた。次に担当部長か ら業界研 究の講義があ り、人事部長か らは採用動向についての説

明が行 われた。その後社内見学 を経て、シ ョップス タッフ教育担 当者か ら店舗に入 るため

の実習研修(写 真2参 照)が 実施 され、配属先店舗 を発表 した後終了 となった。2日 目は

終 日各 々の配属店舗での販売実習(写 真3参 照)が 実施 された。担当教員は店舗研修の間

を利用 して各店舗 を訪問 し、店長への挨拶 と学生の実習状況の把握 を行 った。

暫。 縫難騰鑓 一 懸黙漁'・ 灘

疏懸総

写真2実 習研修
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3-4-4成 果発表会 とレポー ト提出

平成17年2月25日 、学内において、参加者が各々作成 した レポー トにもとついて成果発

表や意見交換 を行い、 レポー トを提出 させた。

3-4-5考 察

本授業 における問題点は、 まず、学生に人気 のある実習先企業の安定 した確保があげ ら

れる。企業が教育な どの社会貢献 に対する考え方 は様 々で、特に厳 しい社会情勢の中では

業績や経営方針 に委ね られるため、受 け入れ先が安定 しない状況が生 じる。や っとの思 い

で企業を確保 して も、学生の知名度や人気が無ければ学生が集 まらない とい うことで企業

に迷惑 をかけることになる。逆に人気企業であれば希望学生が多す ぎて人数調整が必要に

なる場合 もあ り、学生 と企業の適合性が大 きな課題 となる。 また、実研修2日 間とい う短

期間で、単 に見学に止 まらず、いかに充実 した内容 にで きるかで、企業側、担 当教員共に

頭を悩 ませ ることになる。従 って、研修 を依頼 しても企業側か らは2日 程度の研修 に手を

取 られて、企業側の成果があま り期待 で きない ことか ら引 き受 けて頂 きに くいことが多 く

なっている。反面、学生 にとっては参加 しやすい期 間であるため、気軽に申し込めること

や、短期間であって も社会体験に触れることは就職活動のス ター トを切る絶好 の機会 とな

る。今 回お世話になった企業 関係者の方 々には、 この ような事情 をご理解の上、充実 した

研修を実施 して頂いた事で、研修後 に学生か らは感謝の意 とともに、 当該企業に対す る好

感度やイメージが上昇 した との報告が多 く寄せ られた。

4.お わ り に

在学 中に社会の一員 として仕事 を体験す ることは、その後の授業成果の向上や就職活動

の活性化 につながるなど、有益であることは学生か らの具体的な感想を抜粋 して まとめた

表1か らもうかがえる。参加することへの悩みや迷い、不安 を乗 り越えなが ら学生が社会

に一歩踏み出 して、その一員 として行動することは大 きな自信になってい るように思われ

る。 また、大学側は、研修 中の不測の事態への危機管理や学生の満足度、 また、派遣企業

や一般消費者か らの評価 も気 にかかる点であるが、消極的にならず前向 きに捉 えることで、

効果的な教育方法の実例 となるのではないだろうか。昨今、専門学科中心の短大では専門
注3)5)

関係企業の強力 なバ ックアップを得て本格的に取 り組む例 が報道 される中、幅広い分

野 にまたがる総合学科の場合、その幅広 さを生か した多様 な職種や業種 に向けた可能性が

あるように思われる。研修内容や形態、実施期間な どに対 して臨機応変に対処 し、興味 を

示す学生が参加 しやすい環境 を作 れるか どうかが、これか らの実体験授業 の発展 に大 きく

影響 を与える もの と推測 される。そのためには、企業 ・大学 ・学生および保護者の円滑 な
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コミュニケーシ ョンと理解 や協力が不可欠であ り、小 さな問題を一つ一つ改善 しなが ら検

証 を継続す ることが重要であろう。学生が社会 とい うものに違和感や拒否感 を持 たず、甘

えを捨てて飛び込む勇気 とチ ャンス を与 える環境が教育には必要であ り、その機会の一助

として今後 も有益 な方法 を探 り、学生共 々チャレンジしてみたい と考 えてい る。

表1参 加学生の意見及び感想(抜 粋)

良
か

っ
た
点

悪

か

っ
た
点

・
嫌

だ

っ
た

こ
と

反
省
点

アルバ イ トでは経験で きない教育的な内容で よか った

体験前や体験中は辞めたい と思 うことがあったが、結果的には参加 してよかった

体験 して初めて経験することが多 く精神 的肉体的 にも疲れることがあったが、毎

日が充実感で一杯 だった

初対面の人 と話すのが苦手だったが、上手 く話せ るようになった

自分が今 まで思っていたよ り、社会 って楽 しいことがある とい うことがわかった

販売 だけすれば よい と思っていたが、 目に見 えない仕事があることが わかった

初めて接客 したお客様が購入 して くださったこと

お客様が再来店 して くださった

自分 にも仕事 ができることに自信が持 てた

自分た ちでショップがで きた ことは学生時代の良い思い出になった

インター ンシップを最後 までや り遂げ、職場の方か ら褒めていただけた

興味のある分野の仕事がで きて 自分に合っているか を見極 め られた

専 門的な仕事があ まりで きなかった こと

交通費が 自費だったこと

毎 日着てい く服装 に困った

初めての仕事 を任 されて、で きなかったこ とを注意 された

敬語が上手 く使えなかった

接客中に話題 を続 け られなかった

言いたいことが上手 く伝 わらなかった

暇な時 と忙 しい時の差があった

仕事が思 うようにで きな くて落ちこんだ

授業 でもっ と勉強 しておけばよかった

もっ と積極的に行動すればよかった

疲 れたときに態度に出 して しまった

自分の ことで精一杯 で余裕 を持 てなかった
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5.謝 辞

実体験授業 にご協力頂 きました株式会社 イケガ ミ、株式会社 シティーヒル、 グンゼ株式

会社、つか しんタウンクリエ イ ト、株式会社 リブロ、株式会社パ シフィックツアーシステ

ムズ、生活協 同組合 コープこうべの関係者の方々に深 く謝意を表 します。 また、 このよう

な機会 を与 えて下 さいました福井有学長 と、ご助言いただ きま した大手前大学三木正伸教

授に感謝いたします。

注

注1)イ ンター ンシップは学生が報酬 を目的にせず、主体性を持って就業体験を行う制度であ り、文部科

学省、経済産業省、厚生労働省や各団体により積極的に推進されている

注2)経 費として要した金額は約5万 円で、学生4名 と教員1名 が各1万 円ずつ出資 した

注3)福 岡市の香蘭女子短大では2005年12月 に婦人服製造卸ア ドベンチャーグループと産学協同ショップ

を開店し、同短大の被服学科および同ファッションデザイン専門学校の学生が運営全般を行う(店 長

除 く)
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添付資料

添一1 インター ンシ ップ評価 表

企業名 実習期間

平成 年 月 日

～平成 年 月 日

実研修 日数 日

実研修時間 時間

指導担当者 印 職種

実習生氏名 総合評価 ABC

下記1～7の 項 目につ いて(A=良 い ・B=普 通 ・C=悪 い)○ 印 で記入願 い ます。

※上記、総合評価 も同様 です。

1、 礼儀 作法 A・BC

2、 責任感 A・8C

3、業務内容の理解度 A・BC

4、 自主性 A・B・C

5、 出勤態度 A・$C

6、 勤務 態度 A・BC

7、 コミュニケーションカ A・BC
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添一2

インターンシップ実 習総合評価表

1,実 習生・実習企業と職種

年 月 日

学科 学籍番号 氏名 業種 職種

2.出 席状況

突習期聞 出席すべき日数 出席 日数 欠席日数と理由 遅刻 早退

日 日 日 日 日() 日 日

3.事 項別評価

評価項目 主 なコメント 岬価 評価者

1事 前学習会 abcde

'

2企 薬からの評価 abcde

3レ ポー ト abcde

4研 修状況 abcde

5事 後発表会 abcde

4.総 合評価

総合評価 総合所見

A B C D E

上記のように評価する

実習指導(評価記載)教員名
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